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　⑮本文○   ⑮本文□
　　自注○   　自注□
　⑯本文□   ⑯（新）本文「そもそも此天
アメツチ
地のあひだに、……」





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カミ ヨ ノ ミ チ
代乃道」という句を含む誓詞
を入門者に提出させている」（渡辺浩『東アジアの王権と思想』東京大学出版会、1997年、149
頁）
18）　前出 『『直毘霊』を読む─二十一世紀に贈る本居宣長の神道論─』の第一項目解説（31頁）を
参照。
19）　渡辺浩「「泰平」と「皇国」」（前出『東アジアの王権と思想』、148­149頁）
20）　「古事記伝三之巻」、第九巻、128­129頁 
21）　「うひ山ぶみ」、第一巻、5頁
22）　「道テフ物ノ論」、第十四巻、101­102頁
23）　「道云事之論」、第十四巻、115頁
